
一
行
は
二
十
六
日
午
後
一
時

に
郷
社
を
出
発
。
約
一
時
間
で

キ
ャ
ン
プ
場
へ
到
着
し
、
さ
っ

そ
く
テ
ン
ト
五
張
り
を
設
営
。

炊
事
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

に
使
う
薪
や
枝
木
を
運
ん
だ
。

続
い
て
夕
食
準
備
に
取
り
掛

か
っ
た
も
の
の
、
薪
が
湿
っ
て

い
て
な
か
な
か
着
火
せ
ず
四
苦

八
苦
。
江
草
副
会
長
が
機
転
を

利
か
せ
、
持
参
し
て
い
た
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
燃
え
上
が

ら
せ
事
な
き
を
得
た
。
カ
レ
ー

の
仕
上
が
り
は
遅
れ
た
が
、
味

の
方
は
各
班
と
も
に
最
高
ラ
ン

ク
。
皆
の
笑
顔
が
は
じ
け
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
渡

辺
育
成
会
長
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ

ー
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
出
し
物
を
楽
し
む
う

ち
に
、
夜
は
更
け
て
い
っ
た
。

二
日
目
は
冷
気
が
漂
う
午
前

六
時
に
起
床
。
ラ
ジ
オ
体
操
～

朝
食
～
備
前
焼
の
陶
芸
体
験
と

午
前
中
で
全
日
程
を
終
了
。
午

後
一
時
に
仙
養
ケ
原
を
出
発

し
、
無
事
に
郷
社
へ
戻
っ
た
。

団
員
や
育
成
会
員
ら
は
「
天

候
に
恵
ま
れ
た
」
「
涼
し
い
環

境
の
下
で
二
日
間
を
過
ご
し
、

思
い
出
に
残
る
キ
ャ
ン
プ
だ
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

ア
サ
ガ
オ
や
ヘ
チ
マ
、
ゴ
ー

ヤ
ー
な
ど
、
つ
る
が
伸
び
る
植

物
を
植
え
、
直
射
日
光
を
さ
え

ぎ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
作
り
に
取

り
組
む
人
達
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
百
万
人
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
ｉ
ｎ
井
原
駅
実
行
委

員
会
で
は
、
つ
ど
え
～
る
を
窓

口
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
。
九
月
上
旬
ま
で
応

募
写
真
を
受
け
付
け
る
。

同
団
体
で
は
「
緑
は
目
に
も

優
し
く
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
、
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代
が
安

く
な
る
な
ど
一
石
二
鳥
。
品
種

を
選
べ
ば
収
穫
の
喜
び
も
味
わ

え
ま
す
。
ま
た
、
根
か
ら
吸
い

取
っ
た
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る
蒸

散
作
用
が
打
ち
水
と
同
じ
効
果

を
も
た
ら
し
ま
す
。
あ
な
た
の

身
近
な
環
境
対
策
を
作
品
と
し

て
ご
応
募
下
さ
い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。

九
月
初
旬
か
ら
つ
ど
え
～
る

へ
写
真
を
展
示
し
、
十
月
中
旬

に
表
彰
予
定
。

■
申
込
窓
口
＝
井
原
市
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
え
～
る

■
主
催
団
体
＝
百
万
人
の
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ｉ
ｎ
井
原
駅

実
行
委
員
会

夏
休
み
恒
例
の
少
年
団
ラ
ジ

オ
体
操
が
郷
社
足
次
山
神
社
で

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
日

ま
で
行
わ
れ
た
。

初
日
は
少
年
団
関
係
者
が
拝

殿
前
に
整
列
し
て
参
拝
し
、
午

前
六
時
三
十
分
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
巡

回
ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
に
合
わ

せ
て
第
一
及
び
第
二
体
操
を
実

施
。
終
了
後
、
参
加
者
は
六
年

生
か
ら
出
席
カ
ー
ド
に
ハ
ン
コ

を
押
し
て
も
ら
い
、
笑
顔
を
見

せ
て
い
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
は
第
一
回

倉
掛
地
区
敬
老
会
を
九
月
七

日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
く
こ
と

を
決
め
、
準
備
に
入
っ
た
。

井
原
町
敬
老
会
の
運
営
に
深

く
関
わ
っ
て
い
た
井
原
婦
人
会

が
昨
年
度
末
で
解
散
し
、
今
後

の
実
施
は
不
可
能
に
。

一
方
、
井
原
町
内
の
各
自
治

連
合
会
の
多
く
は
「
記
念
品
を

配
布
す
る
だ
け
で
敬
老
会
は
行

わ
な
い
」
と
の
方
針
を
打
ち
出

し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
は
「
委

託
金
を
支
払
う
か
ら
に
は
敬
老

会
を
開
い
て
も
ら
わ
ね
ば
」
と

の
意
向
を
示
し
て
い
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
は
協
議
を

重
ね
先
般
、
倉
掛
独
自
で
の
開

催
を
決
定
。
倉
掛
７
組
・
倉
橋

一
郎
さ
ん
（
音
楽
）
と
同
13
の

１
組
・
西
山
光
さ
ん
（
神
楽
）

に
演
芸
の
部
へ
出
演
を
依
頼

し
、
つ
ど
え
～
る
の
施
設
利
用

を
申
請
し
た
。
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倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会 長 ／ 細 羽 正 敏

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井 原 分団 第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

倉
掛
少
年
団
キ
ャ
ン
プ

倉
掛
独
自
で
敬
老
会

９
月
７
日

自
治
連
合
会
主
催

郷
社

で
ラ

ジ
オ
体

操

倉掛少年団が標高約７００ｍの広島県神石高原町・仙

養ケ原ふれあいの里で、７月２６日から一泊二日のキャ

ンプを実施し、団員や保護者ら約４０人が参加した。

仙養ケ原で１泊２日

ＡＥＤ講習会が８月３１日、井原地区

消防組合などの協力を得て、午前１０時
からつどえ～るで行われる。
ＡＥＤは心肺停止の人の心臓に電気シ

ョックを与えて正常に戻す医療機器。
３年前、さいたま市の小６女児が学校

で１０００ｍ走の直後に倒れ、１カ月後
に亡くなった。このとき保健室にＡＥＤ
はあったものの、使われなかった。
主催の倉掛自治連合会は「突然死を減

らす決め手がＡＥＤ。ぜひ使い方を知っ

ておいてほしい」と、講習会への参加を
呼び掛けている。申込はつどえ～るへ。

８月31日１０時～

つどえ～るで開催

ＡＥＤ講習会

緑
の
カ
ー
テ
ン

コ

ン

テ

ス

ト

市
民
団
体
主
催

大
丈
夫

で
す
よ

・
・
・



井
原
学
区
の
少
年
団
球
技
大

会
（
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
）

が
六
月
二
十
九
日
、
井
原
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
か

れ
、
倉
掛
の
Ａ
Ｂ
二
チ
ー
ム
を

含
む
計
十
二
チ
ー
ム
が
出
場
し

た
。

午
前
中
は
予
選
リ
ー
グ
が
行

わ
れ
、
倉
掛
Ａ
は
二
戦
二
勝
。

同
Ｂ
は
一
勝
一
敗
で
そ
れ
ぞ
れ

の
ブ
ロ
ッ
ク
別
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
へ
進
ん
だ
。

「
し
っ
か
り
練
習
を
積
ん
で

き
た
」
と
、
こ
の
日
の
倉
掛
チ

ー
ム
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
保
護

者
ら
も
大
き
な
声
援
を
送
り
続

け
た
結
果
、
倉
掛
Ａ
が
準
優

勝
、
同
Ｂ
も
一
進
一
退
の
好
ゲ

ー
ム
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
健
闘

し
た
。
優
勝
は
中
町
だ
っ
た
。

旧
ポ
ニ
ー
跡
に
建
設
さ
れ
る

（
仮
）
ハ
ー
ト
井
原
店
の
新
築

工
事
説
明
会
が
つ
ど
え
～
る
で

七
月
二
十
二
日
、
近
隣
住
民
や

自
治
連
合
会
役
員
、
施
工
業
者

ら
十
七
人
が
出
席
し
て
開
か
れ

た
。こ

の
日
、
解
体
業
者
の
姿
は

な
く
、
施
工
に
当
た
る
吉
元
建

設
㈱
を
は
じ
め
、
㈱
正
岡
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
㈱
な
か
や
ま
牧

場
の
関
係
者
が
図
面
を
示
し
な

が
ら
工
程
を
説
明
。
十
月
末
日

の
完
成
へ
向
け
て
理
解
と
協
力

を
求
め
た
。

住
民
側
は
「
騒
音
に
は
配
慮

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
述
べ
、

境
界
へ
防
音
壁
の
設
置
等
を
要

請
し
た
。

倉
掛
山
岳
同
好
会
で
は
、
九

月
十
三
日
か
ら
二
泊
三
日
の
日

程
で
実
施
す
る
鹿
児
島
県
え
び

の
高
原
韓
国
岳
登
山
ツ
ア
ー
の

参
加
者
を
若
干
名
募
集
し
て
い

る
。参

加
費
は
３
万
５
千
円
。
十

三
日
午
後
十
時
に
バ
ス
で
井
原

を
出
発
し
車
中
泊
。
翌
朝
、
往

復
約
三
時
間
の
登
山
（
希
望
者

の
み
）
終
了
後
、
霧
島
神
宮
と

知
覧
特
攻
平
和
会
館
を
訪
ね

る
。
宿
泊
は
鹿
児
島
市
内
の
ホ

テ
ル
。
十
五
日
の
帰
路
に
熊
本

城
や
水
前
寺
公
園
へ
立
ち
寄
る

コ
ー
ス
。

八
月
七
日
現
在
、
申
込
者
は

十
九
人
。
そ
の
う
ち
倉
掛
地
区

関
係
者
は
半
数
程
度
と
、
他
地

区
か
ら
の
参
加
が
多
い
。

問
合
せ
及
び
申
込
は
山
岳
同

好
会
の
渡
辺
（
０
９
０
・
７
８

９
０
・
６
２
９
９
）
、
ま
た
は

山
本
へ
（
０
９
０
・
２
０
０
５

・
５
２
６
５
）
。
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8/ 9  資源の日

古紙古着・廃食油回収

7：30～9：00

8/ 9  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

8/14  井原町盆踊り大会

19：00～ 井原小学校

8/31  井原市長選挙告示

8/31  井原ソフトボールリーグ

倉掛－夏目 中町－倉掛

8/31  ＡＥＤ講習会

10：00～ つどえ～る

9/ 6  倉掛少年団育成会・定例会

9/ 7  井原分団第３部試運転日

9/ 7  倉掛地区敬老会

9/ 7  井原市長選挙投開票

9/13～15 倉掛山岳同好会

えびの高原・韓国岳登山

◎ 倉掛パソコンクラブは毎週土日開催

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

６年連続参加の倉掛踊乱会は、新しい踊り
「井原★まんてん」の練習が思うようにでき
なかったことなどから、今年は自由参加連の

中で人気アニメの主人公“スポンジ・ボブ”
（写真中央）らと一緒に踊りを楽しんだ。

■倉掛踊乱会、今年も夏まつりへ

サ
ロ
ン
ふ
れ
あ
い
交
流
会

が
つ
ど
え
～
る
で
六
月
二
十

日
に
開
か
れ
、
会
員
三
十
五

人
が
参
加
し
た
。

定
刻
の
午
前
十
時
三
十

分
、
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
妹
尾

一
成
会
長
が
「
き
ょ
う
は
体

操
を
と
り
入
れ
た
サ
ロ
ン
を

計
画
し
ま
し
た
。
私
も
こ
の

年
齢
で
野
球
を
や
っ
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
医
者
に
か
か

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
な

ど
と
近
況
を
含
め
挨
拶
。

講
師
の
健
康
運
動
指
導
士

・
平
井
千
歳
先
生
は

笑
顔

の
体
操

と
題
し
て
、
座
っ

た
ま
ま
で
き
る
全
身
体
操
や

大
き
な
声
を
出
す
言
葉
の
体

操
を
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て

指
導
。
井
原
市
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
多
田
尚
恵
主
査
は

笑
う
こ
と
で
生
じ
る
健
康
効

果
等
に
つ
い
て
説
明
を
加
え

た
。
最
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

手
作
り
の
柏
餅
を
食
べ
な
が

ら
、
会
員
ら
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。

◇

◇

七
月
の
サ
ロ
ン
ふ
れ
あ
い

交
流
会
は
つ
ど
え
～
る
で
十

六
日
、
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
開
か
れ
、
会
員
二
十
二
人

が
参
加
し
た
。

こ
の
日
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
を
主
体
に
行
う
予
定
だ
っ

た
が
、
専
用
グ
ッ
ズ
が
届
か

ず
急
き
ょ
、
妹
尾
会
長
の
指

導
で
カ
エ
ル
や
キ
ジ
の
折
り

紙
を
楽
し
ん
だ
。

ハ
ー
ト
井
原
店
工
事
説
明
会

「
防
音
壁
設
置
を
」

韓
国
岳
登
山

最

終

募

集

山
岳
同
好
会

少 年 団 球 技 大 会

時
お
り
小
雨
の
降
る
中
で
行
わ
れ

た
第
四
十
回
井
原
夏
ま
つ
り
総
踊

り
＝
八
月
二
日
、
井
原
駅
前
通
り

好
投
す
る
浜
田
光
君
（
５
年
）

中町との試合でヒットを放つ倉掛Ｂチームの松田琴風君（５年）


